


物理サーバの処理性能が飛躍的に向上（intelなどに代表されるCPU）

これにより、物理サーバ１台に対して1つのCPUに1つのコアが、物理サーバ１つに対して2つ（複数）のCPU、直近ではそれぞ

れ10（あるいはそれ以上）のコアとマルチスレッド化が進み、より多くの処理できるようになった。

現在~未来
Hypervisor

少し前
ホストOS on 仮想化

昔
１台１システム

物理サーバ１台に
対して1つのCPU。

これでは稼働させ
るOSアプリケーショ
ンも限られる

物理サーバ１台に
対して1つのCPUだ
けどコアが増える。
体感速度の向上
不安定から安定へ

性能が余っている
ので、仮想化して
集約。 それでも性
能は余る・・・。

1x 4x 24x

処理＞CPU

ではクロックを
上げるかメモリ
を増やすかし
かなかった・・・。

Hypervisor

これまでの移り変わりの整理



昔
１台１システム

物理サーバ１台に
対して1つのCPU。

これでは稼働させ
るOSアプリケーショ
ンも限られる

1x

処理＞CPU

ではクロックを
上げるかメモリ
を増やすかし
かなかった・・・。

これまでの移り変わりの整理

DBなどであればテーブル分割など

ハードの最大スペックへの増強
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これまでの移り変わりの整理

サーバを跨いで処理を行う場合、それぞれのHypervisorを管理するマシン（コンポーネント）が必要になってきた。

下図の場合、管理コンポーネントがない構成である。 この場合例えば、コンピュータA（給与系の処理）がマシン右なのか、左

なのか、中央なのかという情報をオフラインで管理していることとなる。 マシン自体の障害はそれぞれ手動で対応など、台数が

比較的少ないシステム向けの構成となる。



管理マシン
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Hypervisor

Cloud OS

解決策として登場したものが管理マシン（一部ではクラウドOSなどと呼ぶ）となります。 Microsoft Hyper-Vの場合は

System Centerなどと呼ばれております。（オープンソースではOpen Stackなどがあります）

このような構成の場合、実マシンの基本設計がきちんとされている場合、性能限界（コアやメモリが足りないなど）や、障害な

どのリアルオペレーションのほとんどが軽減され、またマシンを提供するユーザ側へのサービス速度の向上などを実現されます。

これまでの移り変わりの整理

オープンソースなどと比べ導入障壁が低く、デル社（マイクロソフト）のサポート提供を受けることができます。



管理マシン

Hypervisor Hypervisor

現在~未来少し前

Hypervisor

Cloud OS

Microsoft Azure と Windows Azure Pac / Hyper-Vなどとの組み合わせで

Hybrid Cloudの実現！

これまでの移り変わりの整理

オープンソースなどと比べ導入障壁が低く、デル社（マイクロソフト）のサポート提供を受けることができます。

Microsoft Azure



管理マシン

Hyper-V

Cloud OS

Microsoft Azure のインスタンス（仮想イメージ）はHyper-V完全互換です。

実機のHyper-Vで稼働するVHDイメージをAzureクラウド上で展開、稼働させることができます。

Microsoft Azure Cloudと実機Windows Azure Packで実現
するHybrid Cloudの概要（SystemCenterでも大丈夫）

オープンソースなどと比べ導入障壁が低く、デル社（マイクロソフト）のサポート提供を受けることができます。

※各詳細は技術仕様を参照ください。

Microsoft Azure

Hyper-V Hyper-V Hyper-V

Windows Azure Pack / System Center / Hyper-Vなどの組み合わせにより、今まで行っていた遠隔サ

イトへのDR設定をMicrosoft Azureへ向けることにより、バックアップをクラウド上へ。 有事の際クラ

ウド上で本番稼働をさせることができます。

アプリケーションサービス、社内用サービス、各ミド

ルウエアなどはどのサーバで動いているかの管理は不

要（Windows Azure Packがコントロール）リソー

スの増減はSystem CenterのVMMで管理。

Site Recovery

Hyper-V Replica



実機を用いたDR環境。 自社内ですべてをコントロールできることや、セキュア

面などを考慮して非常に多くの採用事例があるかと思いますが、自社で実機でDR

サイトを運営する場合、それなりの固定資産が発生してしまいます。

Microsoft Azure Cloudと実機Windows Azure Packで実現
するHybrid Cloudの想定案件（SystemCenterでも大丈夫）

バックアップソフトウエア

管理サーバ 管理サーバ

リソースサーバ

VPNなどのNW機器

DR

ラック・電源・設置

実機器

バックアップソフトウエア

定期運用

回線

本番昇格、切戻し方法



Microsoft Azure のインスタンス（仮想イ

メージ）はHyper-V互換があるため、システム

バックアップにHyper-Vイメージディスクを、

データに関しては必要に応じて転送することによ

り、バックアップのセットをクラウド上へ転送す

ることが可能です。

万が一の有事の際には本番切り替え処理を実施

することにより、クラウド上を本番とすることも

可能です。 また、実機環境→AzureはAzure→

実機環境への流れも可能ですので有事の際以外に

も大規模移転などにも適用することが可能です。

（ただし、DRサイトと同様にネットワーク周りの

構成変更がきちんと設計、運用できることが前提

となります）

Microsoft Azure Cloudと実機Windows Azure Packで実現
するHybrid Cloudの想定案件（SystemCenterでも大丈夫）

Microsoft Azure

Site Recovery

Hyper-V Replica

管理サーバ

リソースサーバ

バックアップソフトウエア

VPNなどのNW機器

Microsoft Azure Cloudとの連携に関しましては、現時点では

バックアップ先イメージ、切り替えなども統合監視画面などからで

はなく、各ツールからのオペレーションとなります。 ただし、こ

ちらは統合化、オペレーションの簡略化というリクエストを挙げて

おります。 詳細は技術アップデートロードマップを参照ください。



Windows Azure Pack DEMO

Dell Power Edge VRTX を利用したMicrosoft Windows Azure Pack(WAP)のデモになります。

今回は、VRTX内にプライベートクラウドWAPを構築し、4枚のブレードを一元管理する点、管理画面がク

ラウドのMicrosoft Azureとほぼ同一画面で親和性の高さを感じていただければと思います。

本機器とMicrosoft Azureとの連携部分につきましては、各所でデモを行う関係上定義の変更や回線品質の

確保などの点より割愛いたします。
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試してみよう！ Windows Azure Pack

インストレーション、設定項目などに関しましてはこちら！

http ://www.microsoftvirtualacademy.com/training -courses/azpackjp01

http://www.microsoftvirtualacademy.com/training-courses/azpackjp01



